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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
多くの生物は生涯繁殖成功度を最大化するように行動する。繁殖成功度は子の生産数と子の生存率
の関数で個体の特性および環境要因により変化する。個体の特性として繁殖経験の蓄積が注目され、
その効果の重要性は古くから指摘されている。しかし対象動物や地域の制約から実証された研究は極
めて少ない。 
本論文は、沖縄県南大東島に生息する亜種ダイトウメジロを対象に巣内の卵および雛の捕食に焦点
を絞り、親鳥が経験および捕食リスクに応じて対捕食者行動を変化させているか検討した。捕食と被
捕食の関係が単純な海洋島を調査地とすることで、他地域では困難であった個体の長期追跡や捕食者
リスクと親の行動との直接的な対応関係の解明を試みている。ダイトウメジロの繁殖失敗の主要因は
卵と雛の捕食で、捕食者はモズとクマネズミの 2種に限定された。隠蔽度が低い巣、地上に近い位置
の巣で被捕食率が高かった。高齢の雄ほど隠蔽度が高く、地上から高い位置に巣を位置させた。その
結果、高齢の雄は捕食に遭遇する確率が低くなった。同一個体でも年齢の蓄積と共に捕食回避による
繁殖成功の向上が認められた。卵および雛が捕食された後の再営巣では、より捕食に遭遇し難い場所
に巣を位置させた。経験の蓄積が巣場所の選択に効果を持つことが示された。さらに地上性の捕食者
クマネズミと樹冠部からの捕食者モズの剥製を繁殖個体に提示し、その反応を評価する実験を行った。
地上から低い位置に巣を持つ雄はクマネズミに対し、高い位置に巣を持つ雄はモズに対して強く警戒
した。低い位置の巣では卵がクマネズミに捕食され、高い位置の巣では雛および繁殖個体自身がモズ
に捕食されることから、繁殖個体は各捕食者に応じた警戒をしていることが示唆された。 
本論文によって、鳥類の繁殖成功には経験蓄積の効果が存在し、状況に応じ対捕食者行動を変化さ
せることが明らかになった。対捕食者戦略は生物の生活史戦略の中核をなすものであり、本論文の成
果はこれらの研究に新たな方向性を与えると期待される。以上のように、本論文は生活史の進化の解
明に寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
